
犬山市における災害に強い安全で安心して暮らせるまちづくり（防災・安全）

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 犬山市

①この地区に住み続けたいと思う率を83.5％（H24）から86.0％（H28）に増加

②この地区における「公園・緑地等の整備や緑化」についての満足率を8.2％（H24）から10.0％（H28）に増加

③この地区における広域避難所の収容率を32.3％（H24）から48.0％（H28）に増加

（H24当初） （H26末） （H28末）

③南部地区（羽黒・楽田地区）における広域避難所の収容人数を地区住民数で除した率

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

平成29年6月

市ホームページにおいて公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

合計 5,028.415

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

Ｄ 0百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

1.42%

交付対象事業

要素となる事業名

ＣＡ 72.278百万円

合計

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

5,100.693百万円 0百万円全体事業費

社会資本総合整備計画　事後評価書
平成29年6月21日

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

備考

防災・減災が促進される都市基盤設備等が整うとともに、安全安心な生活環境が整い、誰もが暮らし続けたくなるまちづくり

当初現況値 中間目標値 最終目標値

事業者

犬山市

市町村名

83.5% 84.0% 86.0%

32.3% 48.0% 48.0%

①南部地区（羽黒・楽田地区）におけるアンケート調査による「これからも住み続けたい」「住み続けたいが都合により他の場所へ

移るかもしれない」などの肯定的な回答の率

②南部地区（羽黒・楽田地区）におけるアンケート調査による「公園・緑地等の整備や緑化」について「満足」「やや満足」などの

肯定的な回答の率

8.2% 9.0% 10.0%

省略

工種

事業関係各課による検証会議を開催し、事業効果の発現状況及び目標値の達成状況を検証し、今後の方針等につい

て検討する。

5,028.415百万円

（事業箇所）

公表の方法

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

Ｂ

A-3

番号

公園 一般 犬山市

工種

事業内容

－

全体事業費

（百万円）

5,028.415

全体事業費

（百万円）

事業実施期間（年度）

－

（延長・面積等）

事業者

直接

省略

市町村名

都市公園事業（羽黒中央公園）

グラウンド、体育館整備等

公園面積Ａ＝3.8ha

犬山市

要素となる事業名



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 72.278

番号 備考

C-3

C-4

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

その他関連する事業

南部地域における安心安全と快適なまちづくり

交付 備考

対象

A'-1

都市再

生整備

計画

犬山市 601.727

防災・

安全移

行元

A'-2

都市再

生整備

計画

犬山市 174.981

防災・

安全移

行元

B'-1 鉄道 犬山市 160.983

防災・

安全移

行元

C'-1 広場 犬山市 0

防災・

安全移

行元

合計 937.691

A-3と一体的に道路整備を実施することにより公園緑地の機能向上及び利用者の安全性の向上が図られる。

羽黒城址周辺整備事業 犬山市

3.83%（A'(提案分)+C+C')/(A+A')+(B+B')+(C+C')+(D+D')0百万円D'0百万円C'160.983百万円B'

776.708百万円

(159.154百万円)

A'

番号

C-4

番号

施設

整備

一般

全体事業費

（百万円）

犬山市 直接

一体的に実施することにより期待される効果

A-3と一体的に案内看板の設置を実施することにより公園の利便性確保が図られる。

要素となる事業名 市町村名

犬山市

全体事業費

（百万円）

0.48

省略

工種

事業者 市町村名

－ 犬山市案内看板（羽黒中央公園）

案内看板の設置（羽黒中央

公園内）

事業者

省略 事業内容 事業実施期間（年度）

工種 （延長・面積等）

犬山市 71.798

要素となる事業名 事業内容

C-3

施設

整備

一般 犬山市 直接 犬山市 － 羽黒東426号線　外1路線 自歩道の整備　Ｗ＝3.0ｍ

楽田地区都市再生整備計画 犬山市

計画等の名称

事業種別 要素となる事業名 市町村名

全体事業費

（百万円）

羽黒地区都市再生整備計画 犬山市

鉄道施設改良事業（楽田駅） 犬山市



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 86.0%

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 86.9%

最終目標値 10.0%

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 26.6%

最終目標値 48.0%

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 52.3%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

②南部地区（羽

黒・楽田地区）に

おけるアンケート

調査による「公

園・緑地等の整備

や緑化」について

「満足」「やや満

足」などの肯定的

な回答の率

当該計画事業により整備した羽黒中央公園の利用率が非常に高く、地域住民の利活用が想定以上となっている

ことから高い実績値となった。

本計画により整備した羽黒中央公園については、適切な管理運営に努め、健康市民づくりの拠点となる施設として更なる利活用に取り組んでいく。

本計画により公園整備及び効果促進事業（自歩道整備、案内板整備）を実施した結果、地域住民の憩いの場としての利用が図られたほか、全市民の健康づくりの場として活

用されている。

地域住民の減少及び広域避難場所の指定面積が想定より大きくなったことから目標値を上回った。

当該整備計画及び関連整備計画の事業に加え、南部地域においてウォーキングトレイル事業等を実施したこと

により住環境の向上が図られたことから目標値を上回った。

―

①南部地区（羽

黒・楽田地区）に

おけるアンケート

調査による「これ

からも住み続けた

い」「住み続けた

いが都合により他

の場所へ移るかも

しれない」などの

肯定的な回答の率

③南部地区（羽

黒・楽田地区）に

おける広域避難所

の収容人数を地区

住民数で除した率



計画の名称 犬山市における災害に強い安全で安心して暮らせるまちづくり（防災・安全）

計画の期間 　平成２４年度～平成２８年度 交付対象 　犬山市

A-3 都市公園事業(羽黒中央公園)

C-3 羽黒東426号線 外1路線

南部地区

C-4 案内看板(羽黒中央公園)


